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陽極酸化を施した生体用チタン合金
骨に近いヤング率を維持しつつ、高い抗菌性と

生体活性を有する
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疑似体液に浸漬後のチタン合金の組織ハ
イドロキシアパタイトの生成が確認できる

異なる種の菌に対しても高い抗菌活性値を示す

生体内材料や人工股関節の材料は、応力遮蔽による骨への悪影響を
防ぐため、骨に近いヤング率をもつこと、及び、骨への生体活性を付与するこ
とが求められている。また、Ti合金の埋め込み手術の際に、オートクレーブに
よる滅菌処理がなされるが、低温加熱によるオートクレーブ処理によって酸
化脆化やTi合金の相変化に伴う機械的性質の劣化という課題があった。
本発明はオートクレーブ処理に代わり、陽極酸化を用いることで、骨に近い
ヤング率を維持しつつ、高い抗菌性と生体活性を有するチタン合金の製造を
可能とするものである。具体的には抗菌活性値（JIS R 1702）が 2.0以
上を呈し、疑似体液への浸漬により骨の主成分であるハイドロキシアパタイト
の析出から生体親和性を有する。

応用例

 生体用チタン合金、特に人工股関節の材料
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